
 

 

 

平成２８年度 後期 学校評価 まとめ 

 

 後期の学校評価アンケートにご協力いただきありがとうございました。福西小学校の教育目

標は『笑顔いっぱい 学校大好き 友だち大好き 福西の子』です。集計結果の分析を通して，

教育活動の改善を行い，教育目標の実現をさらに目指していきたいと思います。 

※ 今回は，主に前期と比べて変化が見られた項目を取り上げて伝えさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【確かな学力】 

京都市立福西小学校 

質問項目 対象 ◎ ○ △ ×

低学年児童 55.7% 25.2% 13.9% 5.2%

高学年児童 41.8% 30.0% 21.8% 6.4%

わが子は宿題や家庭学習などを自分から進んでしている。 保護者 26.0% 49.5% 20.5% 4.0%

自主学習ノート活用など，子どもたちが進んで家庭学習に取り
組めるようにしている。 教職員 9.1% 63.6% 27.3% 0.0%

宿題を 家で 自分から している。

 

 質問項目 対象 ◎ ○ △ ×

低学年児童 40.5% 49.1% 9.5% 0.9%

高学年児童 39.7% 47.7% 11.7% 0.9%

わが子は学校で学んだことを理解できている。 保護者 23.0% 67.0% 8.5% 1.5%

子どもたちの学力向上のために，工夫して授業を行うようにして
いる。 教職員 15.4% 76.9% 7.7% 0.0%

学校での 勉強 が わかる。

 

質問項目 対象 ◎ ○ △ ×

低学年児童 81.0% 14.7% 2.6% 1.7%

高学年児童 53.6% 40.9% 5.5% 0.0%

わが子は家族の一員として家の仕事をしている。 保護者 17.4% 46.3% 30.8% 5.5%

子どもたちが，学校や学級の一員として，自分の役割を果たせ
るように働きかけている。 教職員 16.7% 66.6% 16.7% 0.0%

学校での 係や当番などの仕事を しっかりとしている。

 

質問項目 対象 ◎ ○ △ ×

低学年児童 51.8% 33.6% 10.3% 4.3%

高学年児童 40.5% 44.2% 14.4% 0.9%

わが子は自分から家族や地域の人にあいさつしている。 保護者 26.4% 46.7% 23.4% 3.5%

子どもたちが，気持ちのよいあいさつを進んでできるように働き
かけている。

教職員 21.4% 64.3% 14.3% 0.0%

友だちや先生，地域の人たちに 自分から あいさつ を している。

 

「勉強がわかる」と答えた高学年児童の割合と「宿題を家で自分からしている」と答えた

全児童の割合が下がっていました。学年が進むにつれて，学習の難度は高まってきます。  

それゆえに学校と家庭での学習の積み重ねが益々大切になってきます。家庭での学習習慣を

しっかりと身に付け，学力の定着や向上につなげてほしいと思います。 

 「自分の役割をしっかりと果たしたり，進んであいさつをしたりできる」と答えた児童の割合

が 上がっていました。お互いの存在や働きを認め合える人間関係を子どもたちが築けているこ

とをうれしく思います。今後も，よりよい人とのつながりを広め深めていけるようにしたいです。 

【豊かな心】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【健やかな体】 

質問項目 対象 ◎ ○ △ ×

低学年児童 46.9% 32.7% 13.3% 7.1%

高学年児童 29.7% 37.0% 26.1% 7.2%

わが子は早寝・早起きをしている。 保護者 26.9% 43.7% 22.9% 6.5%

子どもたちが，早寝・早起きをして生活できるように働きかけてい
る。 教職員 7.7% 23.1% 61.5% 7.7%

早ね・早起き を している。

 

質問項目 対象 ◎ ○ △ ×

低学年児童 76.7% 18.1% 4.3% 0.9%

高学年児童 60.4% 26.1% 9.9% 3.6%

わが子は外遊びやスポーツをしている。 保護者 46.7% 27.9% 20.4% 5.0%

子どもたちが，進んで外遊びや運動をするように働きかけてい
る。 教職員 16.7% 50.0% 33.3% 0.0%

外で 遊んだり，スポーツをしたり するのが 好きだ。

 

質問項目 対象 ◎ ○ △ ×

低学年児童 44.0% 36.2% 19.8% 0.0%

高学年児童 31.5% 53.2% 13.5% 1.8%

わが子は家庭や地域での約束を守っている。 保護者 19.9% 67.2% 11.9% 1.0%

子どもたちが，「学校のきまり」を守って学校生活を過ごせるよう
に働きかけている。

教職員 21.4% 71.4% 7.1% 0.0%

「学校のきまり」 を 守っている。

 

質問項目 対象 ◎ ○ △ ×

低学年児童 69.8% 22.4% 6.9% 0.9%

高学年児童 55.0% 36.0% 6.3% 2.7%

災害時の避難について家族で話し合えている。 保護者 8.5% 31.8% 47.3% 12.4%

安全ノートの活用や安全点検等により，子どもたちの安全や災
害時に対する備えに対して取り組めている。 教職員 16.7% 66.6% 16.7% 0.0%

安全に 気をつけて すごしている。

 

 安全意識や規範意識の低さが気になります。自分のことだけでなく，まわりの人のことも

考えて行動できるやさしさを育てていけるよう，安全指導や道徳教育にも力を入れて取り組

んでいきたいと思います。 

 「早ね・早起き」「朝食を食べる」ことに関してできていると答えた児童の割合が上がって

いました。基本的な生活習慣の確立によって，健やかな心身の状態がつくり出されます。  

学校でも元気いっぱいに活動する子どもたちの姿をたくさん見ることができました。 

＊  福西小学校運営協議会では，「地域の人へあいさつする子が増えてきたのがよいと思う。」

「学力向上につながる家庭学習の充実を望む。」といったご意見をいただきました。また，

保護者の方からも，本校の教育活動について記述でのご意見やご感想をいただきました。

よかった点については，さらに子どもたちへのよりよい関わりができる励みにしていきた

いと思います。よくなかった点については，改善策を考えてよりよい学校づくりに向けて

努力していきたいと思います。 

今後とも福西小学校の教育活動へのあたたかいご支援やご協力をよろしくお願いいたし

ます。 

 


